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 ヒアリング調査（報告）について 
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 目的 

 概要 

「人生100歳時代の設計図」を考える際の課題を
洗い出し、整理すること。 

期間：平成28年８月～平成29年１月 
人数：有識者 ９名 
内容：「社会参加」をテーマに、課題や対応策、 
          取組事例などを聞き取り 



当報告の流れ 

 １  現       状 

 ２  現状から生じる課題 

 ３  対   策 

 ４  目 指 す す が た 

有識者へのヒアリング調査をもとにとりまとめ 
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現状 

一般的な「人生の設計図」のイメージ 
 

誕生 学生 現役世代 老後・余生 

これまでは多くの人が定年退職となる60歳頃を境に、
高齢期は「老後・余生」を送るものとのイメージ 
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現状 

高齢社会白書（平成28年度版）を改編 

実績値               推計値 

○ 平均寿命の推移と将来推計 

(年) 

(年) 

戦後、平均寿命が60歳代であった頃から、
そのイメージは変わっていない 

今や「人生100歳
時代」を迎えよう
としている！ 
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現状 

健康寿命も年々伸びており、 
高齢者はますます元気になっている 

○ 健康寿命と平均寿命の推移 

高齢社会白書（平成28年度版） 
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現状 

しかし、若者にとっては、「老後」は 
就職→社会人の先の、遠い未来の話 
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現状 

誕生 学生 現役世代 老後・余生 

平均(健康)寿命が伸びた「人生100歳時代」
における、いきいきとした高齢期の過ごし
方が意識されにくい 
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現状から生じる課題 

ヒアリング調査から得られた課題は、
大きく３つの分野 

① 個人が抱える課題 

② 企業等に関する課題 

③ 社会全体の課題 
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現状から生じる課題 
① 個人が抱える課題 

例えば… 

親子３人家族で、 
共働きなので、 
日中は不在がち… 

ひとり暮らしで、隣
人をよく知らない 

近所づきあいが億劫だ 
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年寄りが出て行ったら、
みんなの迷惑にならな
いだろうか 



現状から生じる課題 

地域とのつながりの希薄化は、
孤立、孤独死のリスクを高める 
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現状から生じる課題 
① 個人が抱える課題 
例えば定年退職後、 生活が激変すると… 

家の他に出かける
ところがない 

いざ仕事から離れたら、
やることがないし、思
いつかない 
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働きたいが、求人
が希望と合わない 

何もしていないので、
自分が何かの役に立っ
ている実感が持てない 

http://1.bp.blogspot.com/-vJJCWQhdBBc/WASJUauhasI/AAAAAAAA_DM/w9hm-DIAp8I9oKfxBJFzhrot9NgoTVNLQCLcB/s800/tv_shopping_tsuuhan.png


現状から生じる課題 

充実感や主観的幸福感が得られ
にくく、いきいきとした暮らし
につながりにくい 
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現状から生じる課題 
② 企業等に関する課題 

例えば勤めている会社で … 

日中は仕事が忙しいか
ら、自分の住んでいる
地域の活動に参加する
のは難しい 

退職予定者向けの研修
で、老後の「マネープ
ラン」は教わったけど、
過ごし方がわからない 
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現状から生じる課題 

企業等の従業員への支援
体制が不足している 
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現状から生じる課題 
② 企業等に関する課題 

例えば高齢になっても働きたいと思っても… 

経験のある事務で働
きたいけど、求人は
軽作業など、職種が
限定的 

高齢者はなかなか
雇ってもらえない 

再雇用してもらった
が、給料が大幅に下
がってしまった 
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http://3.bp.blogspot.com/-25aavklP9xA/VmFj3com8BI/AAAAAAAA1aM/EVmKz5FlsRA/s800/soudan_kotowaru.png


現状から生じる課題 

企業等の高齢者の雇用対策
が充実していない 
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http://3.bp.blogspot.com/-2j6j96tOWpw/V9vBME9NPhI/AAAAAAAA92k/AUrs7KTa2g4A_SrnFnB6W5dO5TdeWU8cACLcB/s800/business_toshishita_joushi.png


現状から生じる課題 
③ 社会全体の課題 

例えば「高齢者」と言われても… 

高齢者がいたら、面倒
をみなければいけない
と思っている 高齢者と接する機会が少

ないので、活躍している
イメージがわかない 
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http://3.bp.blogspot.com/-uZCmAVT3Lf8/VwIgXAvl6AI/AAAAAAAA5bc/X88gsQCyy0ArspXbQxVJyVx_Tk5LzNN-w/s800/question_head_girl.png
http://1.bp.blogspot.com/-eMLID2dYzwM/VwIgW_nlilI/AAAAAAAA5bY/-osLYuNceb4GArB0E5Cl1D4oYMVDNVKIw/s800/question_head_boy.png


現状から生じる課題 

「高齢者」と「現役世代」
との間で区別されている 
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http://3.bp.blogspot.com/-iqWMibmUADU/VmFkHfWiHWI/AAAAAAAA1dA/TPlmQ2I7IOc/s800/stand2_back05_man.png
http://2.bp.blogspot.com/-HL8WUl3Gw-A/VmFkHXw5zGI/AAAAAAAA1c8/RbaFXxBWK9g/s800/stand2_back04_youngwoman.png
http://1.bp.blogspot.com/-S0gearA6FCk/VmFkFZd8h-I/AAAAAAAA1cc/SNFuzcu5XVs/s800/stand2_back01_boy.png


現状から生じる課題 
③ 社会全体の課題 

いろいろなところで支援活動をしているが… 

ボランティアに参加して
みたいけど、どこが何を
してるかわからない 

あっちにもこっちに
もあって、手続きが
大変そう 
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http://4.bp.blogspot.com/-Sk1HDRD1wDI/VPQT1D3kSRI/AAAAAAAAsCo/Y5EdMonnZhU/s800/apron_woman3-1question.png


現状から生じる課題 

支援を必要とする人と、既存
の支援の取組みがうまく結び
ついていない 
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http://2.bp.blogspot.com/-OHlJ2JXtZwc/UrEgEeHQdlI/AAAAAAAAb3I/F05u4uBRB5I/s800/roujin_haikai_woman.png


対策 

「ゆるやかなつながり」をすすめる 

それぞれの事情に深く立ち入らず、関わる
人数は多すぎないなど… 

地域との関係を保ち、協力しあうこと
で、孤立を防ぐことができる 

本人が負担に感じない程度に 

東海大学 小林隆教授、（公財）ダイヤ高齢社会研究財団 澤岡詩野主任研究員 
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① 個人が抱える課題への対策として 



対策 
考えるきっかけづくり、機会を提供する 

    

やがてやってくる高齢期に備え、 

充実感のある、いきいきとした高齢期を
送るための後押しをする 

お茶の水女子大学 袖井孝子名誉教授、関東学院大学 立山徳子教授、ニッセイ基礎研究所 前田展弘
主任研究員、東京大学大学院 牧野篤教授 

ライフプラン講習、 
様々なライフプランの例示、 
生涯学習など学びの機会を提供、 
活躍の場の創出・提供 

（例） 
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対策 

在職中から退職後のことを考えたり、 
地元の地域活動に参加するきっかけとなるように
企業等が従業員に対する取組みを積極的に行い、 

従業員の退職後のいきいき
とした生活設計につなげる 

(公財）ダイヤ高齢社会研究財団 澤岡詩野主任研究員、桜美林大学大学院 杉澤秀博教授、 
お茶の水女子大学 袖井孝子名誉教授、ニッセイ基礎研究所 前田展弘主任研究員 

企業等の従業員への支援体制の推進 

ライフプラン研修の実施、 
社会貢献の一環として従業員を地域ボランティアに派遣、
地域活動をスキルのひとつとして評価する、等 

（例） 
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② 企業等に関する課題への対策として 



対策 

高齢者の雇用を進めるため、必要な取組みを行い、 

高齢者が希望どおり、いきいきと働ける
環境をつくる 

労働政策研究・研修機構 田原孝明統括研究員、慶応大学 山田篤裕教授 

高齢者雇用に対する意識改革 

高齢者個々人の持つスキルの積極的活用、 
家族介護等のための勤務時間などの配慮、 
年齢に捉われない評価、 
高齢者の体力等に見合った就労環境を考慮、等 

（例） 
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http://4.bp.blogspot.com/-iPTJoTs94Ao/V8jokh4yhgI/AAAAAAAA9cw/reXiZks-Ik4_eq-jwYH1WIPYgnVgdCPqwCLcB/s800/stand_businessman_ojiisan.png


対策 

年齢に関係なく過ごすことが当たり前な社会の実現 

誰もができることをできる分だけ実行し、
助け合うことで、いきいきと過ごせる 
ことを目指す 

一人ひとりが主体的に活動しようとする機運
を高め、 

共助の浸透 
世代間交流の機会創出 
地域貢献に対する評価 
有償ボランティアの活用 

（例） 

東海大学 小林隆教授、(公財）ダイヤ高齢社会研究財団 澤岡詩野主任研究員、お茶の水女子大学 
袖井孝子名誉教授、ニッセイ基礎研究所 前田展弘主任研究員 

26 

③ 社会全体の課題への対策として 



対策 

支援組織の強化・情報提供 

自治体、企業、民間団体等、様々な既存の
支援組織の横のつながりをつくり、 

取組みについて 情報提供を工夫、浸透させる 

それぞれの活動がより活用
されるようにして相乗効果
を目指す 

(公財）ダイヤ高齢社会研究財団 澤岡詩野主任研究員、ニッセイ基礎研究所 前田展弘主任研究員 
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対策 
地域活動への支援 

自治会など、主体的な住民の地域ぐるみ
の活動を支える体制をつくり、 

継続をはかり、充実させていくことで、
地域を盛り上げていく 

活動のノウハウ、資金、
活動場所の提供等 

（例） 

(公財）ダイヤ高齢社会研究財団 澤岡詩野主任研究員、桜美林大学大学院 杉澤秀博教授、 
東京大学大学院 牧野篤教授 28 

http://4.bp.blogspot.com/-zXBnKTCtZY0/UUFxwd6cPlI/AAAAAAAAO04/J4ztQfFEgWk/s1600/rounyakunannyo.png
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「社会参加」で生涯いきいきと過ごす！ 

誕生 学生 現役世代 老後・余生 

目指すすがた 



ご協力いただいた皆さま 
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（敬称略・五十音順） 

小 林 隆 東海大学政治経済学部政治学科 教授

澤 岡 詩 野 公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団研究部 主任研究員

杉 澤 秀 博 桜美林大学大学院老年学研究科 教授

袖 井 孝 子 お茶の水女子大学 名誉教授

立山 徳子 関東学院大学人間環境学部人間環境デザイン学科 教授

田 原 孝 明 独立行政法人労働政策研究・研修機構総合政策部門 統括研究員

前 田 展 弘 株式会社ニッセイ基礎研究所生活研究部 主任研究員
東京大学高齢社会総合研究機構 客員研究員

牧 野 篤 東京大学大学院教育学研究科 教授
東京大学高齢社会総合研究機構 副機構長

山田 篤裕 慶應義塾大学経済学部 教授



ご清聴ありがとうございました！ 

31 


	「人生100歳時代の設計図」に係る� ヒアリング調査（報告）について
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	現状
	現状
	現状
	現状
	現状
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	現状から生じる課題
	対策
	対策
	対策
	対策
	対策
	対策
	対策
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31

